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はじめに 

 

福島県は、東に阿武隈高地、西に奥羽山脈や越後山脈といった山々が連なり、その山脈

の間には阿武隈川や阿賀川、只見川が流れています。また太平洋に面しており、沿岸には

干潟や砂浜などがみられます。 

こうした福島の多様な環境の中で、様々な個性を持った多種多様な生きものが生息・生

育しています。 

私たちは、きれいな空気や水、食べ物をはじめ衣料や紙、医薬品など、生きものがもた

らす、さまざまな恵みによって、快適で豊かな暮らしを築いています。 

また、先人たちは四季折々の四季に寄り添い、自然と共に生きる中で、自然の恵みを暮

らしに活かす工夫や知恵を積み重ね、地域固有の伝統的な文化を生み出してきました。 

 

現代に生きる私たちは、日々の何気ない暮らしが、生物多様性の恵みの上に成り立って

いることを改めて認識し、自然と共に生きる豊かな暮らしや社会を次世代に繋げる必要が

あります。 

 

一方で、生物多様性は、開発による土地利用の変化や自然に対する人間の働きかけの縮

小、外来種の侵入、気候変動などにより、さまざまな危機にさらされています。2011年の

東日本大震災では、私たちの生活や自然環境に甚大な被害を与え、現在も震災の影響は続

いています。 

 

このため福島県では、生物多様性を守り、その恵みを持続可能な利用を目指して、今後

取り組むべき課題や行動目標をとりまとめた、ふくしま生物多様性推進計画を策定しま

す。 

 

県民の皆様と生物多様性に関する認識を共有し、生物多様性の保全と利用に取り組んで

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

ふくしま生物多様性推進計画 目次 

 

 

第１章 生物多様性とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

１ 生物多様性とは ・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２  生物多様性の恵み ・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

３  生物多様性の４つの危機と東日本大震災の影響 ・・・５ 

 

 

第２章 福島県における生物多様性・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

 

１ 概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

２ 現状（４つの危機と東日本大震災の影響） ・・・・１９ 

 

 

 

第３章 「ふくしま生物多様性推進計画」 

改定の経緯・背景       ・・・・・・・・・・・・・３５ 
 

１ 生物多様性をめぐる世界や国の動向 ・・・・・・・３５ 

２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） ・・・・・・・・３８ 

３ 福島県の動向と計画策定の経緯 ・・・・・・・・・３９ 

４ 前計画における行動計画の点検結果について ・・・４０ 

 

 

第４章 本計画の基本的事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２ 

 

１ 計画の目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２ 

２ 計画期間と対象地域 ・・・・・・・・・・・・・・４２ 

３ 本計画の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・４２ 

４ 計画の位置づけ ・・・・・・・・・・・・・・・・４２ 

５ 保全への取組の点検と評価、計画の見直し ・・・・４３ 

６ 生物多様性豊かなふくしまの将来像 ・・・・・・・４４ 

７ 各主体に期待される役割と県の役割 ・・・・・・・４９ 

８ 本計画で新たに取り組むべき課題 ・・・・・・・・５０ 

 

 

 

©増渕翔太 



 

 

第５章 行動計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２ 

 

１ 基本戦略について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２ 

２ 基本戦略ごとの１５の行動目標について ・・・・・・・・・・・・・・・５３ 

３ 行動目標ごとの取組内容について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６ 

   基本戦略１ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６ 

「生物多様性の保全・回復」 

   基本戦略２ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７６ 

「生物多様性の恵みの持続可能な利用を前提とした県民生活の向上」 

基本戦略３ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３ 

「生物多様性を支える仕組みづくりと多様な主体による保全活動の推進」 

 

 

 関連資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０７ 

ふくしまの特徴的な自然環境 

東日本大震災の被害を受けた松川浦及び磐城海岸県立公園における植生や動物の変化予測 

用語解説、福島県生物多様性推進協議会設置要綱、委員・アドバイザー、コラム執筆協力者 

第２期の指標達成状況、第３期指標一覧 

 

 

 
◆◇ コラム ◇◆ 

 

1  食卓を豊かにした、野生きのこの遺伝的多様性 ～喜多方市山都のナメコ～ ・・・・・・・・・4 

2  絶滅危惧植物 クマガイソウ自生地の保全と活用 ～福島市水原地区の事例～  ・・・・・・・14 

3  谷津田の生物多様性について ～農村地域の生きものたち～   ・・・・・・・・・・・・・・15 

4  東北最大級の干潟 松川浦  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

5  県内に残る貴重な半自然草地 ～水石山，ひめさゆり群生地，藤生わらび園～ ・・・・・・・ 26 

6  身近な外来種 ～アメリカザリガニとアカミミガメ～  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・30 

7  海岸防災施設整備と生物多様性保全の両立  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

8  ＥＳＧ投資について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

9   ＯＥＣＭとは ～民間等の取組により保全されている区域～  ・・・・・・・・・・・・・・・51 

10  県内の外来植物駆除の試み ～裏磐梯、南湖公園、矢ノ原湿原～  ・・・・・・・・・・・・66 

11  只見ユネスコエコパーク ～豪雪が生んだ自然と生活文化を守り、活かす取り組み～ ・・・・79 

12 松平定信公による江戸時代のグリーンインフラ ～白河市 南湖公園～ ・・・・・・・・・・ 80 

13 上堰棚田と本木上堰について ～ボランティアと共につなぐ里山の生物多様性～  ・・・・・・89 

14  県内のラムサール条約登録湿地と潜在候補地について  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・90 

～尾瀬、松川浦、高野池、裏磐梯湖沼群、猪苗代湖～ 

 15  生物多様性に配慮された商品 ～認証マークの付いた商品を購入しよう～ ・・・・・・・・・98 


